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令和 5 年 2 月釜石大槌地区行政事務組合議会定例会会議録 

 

議事日程 

令和 5 年 2 月 21 日（火） 定例会 

午後 2 時会議を開く 

                

 

第 1  会議録署名議員の指名 

 

第 2  会期の決定 

 

第 3  議長の報告 

 

第 4  管理者の報告 

 

第 5  議案第 1 号   釜石大槌地区行政事務組合議会個人情報の保護に関する条例 

 

第 6    議案第 2 号   釜石大槌地区行政事務組合個人情報の保護に関する条例 

 

第 7  議案第 3 号  釜石大槌地区行政事務組合職員の定年等に関する条例 

 

第 8    議案第 4 号    釜石大槌地区行政事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の

一部を改正する条例 

 

第 9  議案第 5 号  釜石大槌地区行政事務組合職員の分限に関する手続及び効果に関する条例

の一部を改正する条例 

 

第 10  議案第 6 号  釜石大槌地区行政事務組合職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部

を改正する条例 

 

第 11  議案第 7 号  釜石大槌地区行政事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 

第 12  議案第 8 号  釜石大槌地区行政事務組合職員の再任用に関する条例を廃止する条例 

 

第 13  議案第 9 号  令和 4 年度釜石大槌地区行政事務組合会計補正予算(第 2 号) 

 

第 14  議案第 10号  令和 5 年度釜石大槌地区行政事務組合会計予算 

 

第 15  議案第 11号  岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び岩手県

市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについて 
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午後 2 時会議を開く 

 

 

○議長（千葉 榮君）  本日の出席議員は 10 人で定足数に達しており、会議は成立いたしまし

た。 

欠席の届け出はありません。 

只今から、令和 4 年 2 月釜石大槌地区行政事務組合議会定例会を開会いたします。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、本日の会議は、傍聴の方、行政事務組合当局、

議員の議場内でのマスク着用と、マスクを着用したままでの発言に努めるようお願いします。 

なお、換気のため、審議時間が概ね１時間を超えるごとに、10 分程度の休憩を設けることとい

たします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

  本日の議事は、お手元の議事日程により進めます。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第１、本日の会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第 51 条の規定により、議長において、3 番澤山美惠子さん  及

び 4 番三浦一泰さんを指名いたします。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日１日と決しました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第３、議長の報告であります。 

  管理者から、本定例会の審議案件として、お手元に配付いたしましたとおり、議案第 1 号から

議案第 11 号までの 11 件が送付されておりますので、ご報告いたします。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第４、管理者の報告であります。 

  管理者、登壇を願います。 

  管理者。 

 

〔管理者野田武則君登壇〕 

 

○管理者（野田 武則君）  令和５年２月、釜石大槌地区行政事務組合議会定例会の開会にあた

り、主要な施策の取組についてご報告を申し上げます。 

  はじめに、し尿処理業務についてであります。 

  令和４年１月から 12 月の搬入量は、釜石市が令和３年より 1.6％少ない１万 2,647 キロリット

ル、大槌町は 4.1％少ない 6,470 キロリットルの、合わせて１万 9,117 キロリットルとなり、全

体では、2.5％、484 キロリットル減少いたしました。 

  東日本大震災以降、し尿等の搬入量は、仮設住宅の設置から解体・撤去など、復興事業がその

増減を左右してきた側面がございましたが、今後は、公共下水道事業の進展や人口減少などを背

景に、搬入量は減少傾向で推移するものと考えております。 

  今年度から２か年で実施している「基幹的設備改良事業」についてでありますが、今年度は、

機械設備の更新に向けた設計作業等を中心に行ってまいりましたが、令和５年度から機械設備の

更新工事が本格化いたします。 



 4 

具体的には、し尿等の脱水や資源化に係る機械設備に加え、前処理設備やポンプ・ブロア類、

脱臭設備などのほか、受変電盤などの電気設備の更新が予定されております。 

 また、本格的な機械設備の更新工事に伴いまして、令和５年４月から、し尿汚泥肥料「咲土が

えり」の製造を約１年間、休止する予定にあります。 

 製造休止によって、市民・町民の皆様への肥料の無料配布も休止をいたしますので、両市町の

広報紙や行政事務組合ホームページなどを通じて広く周知を行っていくほか、肥料の在庫調整に

努めながら春先の需要にも可能な限り対応してまいりたいと考えております。 

 さらに、汚泥再生処理センターの包括的運転管理業務は、令和４年度から令和６年度までの３

年間の委託期間となっており、令和５年度も引き続き実施するとともに、基幹的設備改良事業と

の調整を行いながら安定した運転管理に努めてまいります。 

 次に、消防業務についてであります。 

  令和４年の火災件数については、釜石市で５件、大槌町で２件の、合わせて７件が発生してお

り、損害額は 760 万 4 千円となっております。 

令和３年と比較しますと火災件数が２件の減少、損害額は 8,420 万 5 千円の減少となります。 

損害額減少の要因は、火災件数の減少によるものもありますが、令和３年に発生した建物火災

1 件による損害額が突出していたことによります。 

  火災の種別では、建物火災が３件、車両火災が１件、芝生や立ち木が燃えたなどの、その他火

災が３件となっております。 

  また、救急業務については、出場件数が 2,315 件で令和３年より 52 件増加しており、その内訳

は、釜石消防署が 1,499 件、大槌消防署が 816 件であります。 

  消防全体の令和４年の出動状況を見ますと 3,040 件、出動延べ人員が 9,345 人で、令和３年よ

り 512 件、7,447 人減少しております。 

  これは、令和４年中の管内において林野火災の発生がなく、また、大雨など大規模な被害をも

たらす自然災害で直接の影響を受けなかったことが挙げられます。 

 引き続き、迅速な出動態勢を維持し、適切かつ円滑な業務遂行と災害対応に努めますとともに、

消防団をはじめとする防災関係機関と密に連携を図りながら、市民及び町民の安寧を維持してま

いります。 

  令和４年度の事業としましては、住民の命を守ることに直結する救急自動車と高度救命処置用

資機材の更新を行っております。 

この度の更新では、新生児や妊産婦の救急搬送に備えるための分娩等対応訓練人形を新たに導

入しており、救急対応訓練で有効的に活用しながら、少ない事案の熟練度を高め、妊産婦の搬送

に万全を期すよう努めてまいります。 

また、女性消防職員の採用の積極的な取り組みに加え、女性消防職員の職場環境を改善するた

め、大槌消防庁舎において女性更衣室等の改修を行っております。 

引き続き、女性消防職員の活躍の場を広げる取り組みを進めてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症対策としましては、感染防護衣や専用マスクなど装備品等を充実さ

せることにより、消防活動等における感染防止対策を継続して実施するとともに、インフルエン

ザも念頭に置きながら常に変化する事案対応に備えているところであります。 

 併せて、防災拠点施設である消防庁舎で勤務する職員と来庁者等への感染防止対策に万全を尽

くすとともに、職員の健康管理を行い、警防力の維持を図ってまいります。 

  さらに、当組合を含む県内 10 消防本部の共同による通信指令業務を担う「いわて消防指令セン

ター」の整備・運用等に係る設計業務に着手をしております。 

  複雑多様化する消防需要に対し、消防事務の高度化や消防力の強化について広域的に対応しな

がら、住民サービス向上や災害対応力の強化を図るため、令和８年度の運用開始に向けて、引き

続き積極的に取り組んでまいります。 

  令和５年度の事業といたしましては、釜石消防署配備の高規格救急自動車と積載装備する高度

救命処置用資機材の計画的な更新を行い、消防力の維持向上と救急業務の高度化及び緊急走行車

両の安全性を確保いたします。 

 併せて、継続的な職員の人材育成を図るため、岩手県消防学校及び消防大学校の各種研修に職

員を派遣し、知識及び技能の更なる習得を図るとともに、救急救命士東京研修所において救命士    
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の養成を進めてまいります。 

  さらに、原油などの価格が世界的に高騰し、電気料金やガス、ガソリンなど燃料費・光熱水費

が高止まりしていることから、引き続き、消防庁舎などにおける節電を含めた省エネルギー対策

に努めてまいります。 

  今後も災害対応能力向上を図り、消防機関としての役割を果たしてまいりますので、議員各位、

市民並びに町民の皆様におかれましては、引き続き、ご指導とご協力を賜りたいと存じます。 

本日の定例会には、条例の改正などのほか、令和４年度補正予算、令和５年度予算、当組合が

構成団体である一部事務組合の規約変更の、合わせて 11 件の議案を提案させていただいており

ます。 

よろしくご審議のうえご賛同賜りますようお願いを申し上げ、管理者報告といたします。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、管理者の報告を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 5 議案第１号釜石大槌地区行政事務組合議会個人情報の保護に

関する条例から日程第 15 議案第 11 号岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについてまでの

11 件を一括議題といたします。 

  只今、一括議題に供されました各議案につきましては、一括して当局の説明を求め、審議は 1

件ごとにいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

  御異議がありませんので、只今、議題に供されました各議案について、順次当局の説明を求め

ます。 

  事務局長。 

 

〔事務局長関末広君登壇〕 

 

○事務局長（関 末広君）  只今、議題に供されました議案第 1 号釜石大槌地区行政事務組合議

会個人情報の保護に関する条例から、議案第 11 号岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについ

てまでの議案 11 件について、順次ご説明申し上げます。 

  初めに、議案第 1 号釜石大槌地区行政事務組合議会個人情報の保護に関する条例についてご説

明申し上げます。 

議案書の 1 ページから 15 ページをご覧願います。 

この条例は、令和 3 年 5 月に個人情報の保護に関する法律が改正され令和 5 年 4 月 1 日から施

行されることに伴い、議会が法の適用外となったことから、新たに条例を制定しようとするもの

です。 

  次に、議案第 2 号釜石大槌地区行政事務組合個人情報の保護に関する条例についてご説明申し

上げます。議案書の 16 ページをご覧願います。 

この条例は、個人情報の保護に関する法律が改正され令和 5 年 4 月 1 日から施行されることに

伴い、国と地方自治体の個人情報保護制度が一元化されることから、新たに条例を制定しようと

するものです。 

次に、議案第 3 号釜石大槌地区行政事務組合職員の定年等に関する条例についてご説明申し上

げます。議案書の 18 ページから 27 ページをご覧願います。 

この条例は、地方公務員法の一部を改正する法律が令和 5 年 4 月 1 日から施行されることに伴

い、地方公務員の定年が段階的に引き上げられることなどから、これまで釜石市の条例の例によ

ることとされていた当該条例を全部改正しようとするものです。 

次に、地方公務員法の一部を改正する法律の施行により必要となる関係条例の整備について、

一括してご説明申し上げます。議案書の 28 ページから 31 ページをご覧願います。 
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議案第 4 号釜石大槌地区行政事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改

正する条例及び議案第 5 号釜石大槌地区行政事務組合職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例の一部を改正する条例並びに議案第 6 号釜石大槌地区行政事務組合職員の懲戒の手続及び効

果に関する条例の一部を改正する条例、そして議案第 7 号釜石大槌地区行政事務組合職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、地方公務員法の一部を改正する法律の施行

に伴い、当該条例の一部を改正しようとするものです。 

次に、議案第 8 号釜石大槌地区行政事務組合職員の再任用に関する条例を廃止する条例に 

ついてご説明申し上げます。議案書の 32 ページをご覧願います。 

この条例は、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い、現行の再任用制度が廃止され

ることから当該条例を廃止しようとするものです。 

以上、議案第 1 号から議案第 8 号までの条例 8 件につきましては、地方自治法第 292 条におい

て準用する同法第 96 条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものです。 

なお、いずれの条例につきましても施行期日を令和 5 年 4 月 1 日にしようとするものです。 

次に、議案第 9 号令和 4 年度釜石大槌地区行政事務組合会計補正予算(第 2 号)についてご説明

申し上げます。別冊となっております補正予算書の 2 ページと 3 ページをご覧願います。 

2 ページ、第 1 表、繰越明許費補正には、今年度内に事業完了が見込めない、し尿処理施設基

幹的設備改良事業について令和 5 年度へ繰り越すものとし、繰越限度額を計上しております。 

3 ページ、第 2 表、債務負担行為補正は、消防本部の令和 5 年度の寝具賃借料の追加 1 件を計

上しようとするものです。 

次に、議案第 10 号令和 5 年度釜石大槌地区行政事務組合会計予算についてご説明申し上げま

す。別冊となっております令和 5 年度釜石大槌地区行政事務組合会計予算書の 1 ページをご覧願

います。本予算案は、予算の総額を歳入歳出とも 31 億 2,431 万 4 千円と定めようとするもの

で、令和 4 年度当初予算と比較して 113.5％、16 億 6,115 万 5 千円の増額となっております。 

歳入歳出予算の主な内容は、2 ページ及び 3 ページの第 1 表歳入歳出予算のとおりです。 

次に、予算の事項別明細についてご説明いたします。まず歳入ですが、令和 5 年度釜石大槌地

区行政事務組合会計予算に関する説明書の 3 ページから 6 ページまでを順次ご覧願います。 

第 1 款分担金及び負担金は、前年度と比較して 2.1％、2,832 万 5 千円増の 14 億 445 万 3 千円

で予算の 45.0％を占め、釜石市から 9 億 4,370 万 2 千円、大槌町からは 4 億 6,075 万１千円を

分担していただくものです。 

そのほか、主な収入といたしましては、第 2 款使用料及び手数料は、し尿投入手数料と危険物

施設検査事務手数料で、前年度より 15.5％、82 万 1 千円減の 448 万７千円。 

第 3 款国庫支出金は、し尿処理施設の基幹的設備改良事業に係る循環型社会形成推進交付金

で、5 億 213 万 5 千円。第 5 款財産収入は、財政調整基金の預金利子収入で 4 千円。第 7 款繰入

金は、財政調整基金繰入金で 1 億 2 千万円。第 8 款繰越金は、前年度と同額の 200 万円。第 9 款

諸収入は、預金利子のほか、岩手県派遣職員人件費負担金、水門陸閘遠隔制御所電気料などの雑

入で、前年度より 10.4％、91 万 2 千円減の 783 万 5 千円。第 10 款組合債は、し尿処理施設の基

幹的設備改良事業に係る一般廃棄物処理事業債で 10 億 8,340 万円となっております。 

次に、歳出についてご説明いたします。7 ページから 19 ページまでを順次ご覧願います。7 ペ

ージ、第 1 款議会費は、前年度と比較して 0.7％、5 千円増の 68 万 5 千円となっております。 

7 ページから 9 ページまでの、第 2 款総務費は、前年度と比較して 0.9％、37 万 5 千円増の

4,292 万円。 

9 ページと 10 ページ、第 4 款衛生費は、前年度と比較して 16 億 5,511 万 5 千円増の 19 億

3,084 万 6 千円で、令和 4 年度から 2 か年事業の、し尿処理施設 基幹的設備改良事業などを計

上しております。10 ページから 18 ページまでの第 5 款消防費は、前年度と比較して 0.5％、548

万 9 千円増の 11 億 2,273 万円で、主な事業といたしまして、16 ページ、指令業務事業費のいわ

て消防通信指令センター実施設計負担金、18 ページ、消防施設費の高規格救急自動車購入事業

などを計上しております。 

18 ページの、第 6 款公債費は、前年度と比較して 0.7％、17 万 1 千円増の 2,613 万 3 千円。 

19 ページ、第 8 款予備費は、前年度と同額の 100 万円となっております。以上、議案第 9 号及

び議案第 10 号の予算２件につきましては、地方自治法第 292 条において準用する同法第 96 条第
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１項第２号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

次に、議案第 11 号岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び岩手県 

市町村 総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについてをご説明申し上げます。

議案書の 33 ページをご覧願います。 

この議案は、令和 5 年 3 月 31 日をもって岩手県沿岸知的障害児施設組合が解散することに伴

い、岩手県市町村総合事務組合から除くこと及び、令和 5 年 4 月 1 日に盛岡広域環境組合を、岩

手県市町村総合事務組合に加入させること並びに、岩手県市町村総合事務組合規約の一部を変更

することに関し議決を求めるもので、地方自治法第 286 条第１項及び第 290 条の規定により議会

の議決を求めるものです。 

以上で、提案理由の説明を終わります。 

よろしくご審議のうえ、ご賛同を賜りますようお願い申し上げます。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上をもって、当局の説明は終わりました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 5、議案第 1 号釜石大槌地区行政事務組合議会個人情報の保護に

関する条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより議案第 1 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 6、議案第 2 号釜石大槌地区行政事務組合個人情報の保護に関す

る条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより 議案第 2 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 7、議案第 3 号釜石大槌地区行政事務組合職員の定年等に関する

条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより 議案第 3 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 8、議案第 4 号釜石大槌地区行政事務組合人事行政の運営等の状

況の公表に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより 議案第 4 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 9、議案第 5 号釜石大槌地区行政事務組合職員の分限に関する手

続及び効果に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより議案第 5 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 10、議案第 6 号釜石大槌地区行政事務組合職員の懲戒の手続及び

効果に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

 これより 議案第 6 号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）   御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 11、議案第 7 号釜石大槌地区行政事務組合職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例を議題といたします。 

これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

 これより 議案第 7 号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 
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（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）   御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 12、議案第 8 号釜石大槌地区行政事務組合職員の再任用に関する

条例を廃止する条例を議題といたします。 

これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

 これより 議案第 8 号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）   御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 13、議案第 9 号釜石大槌地区行政事務組合会計補正予算(第 2 号)

を議題といたします。 

お諮りいたします。 

審議の方法は、第 1 条繰越明許費の補正に続いて、第 2 条、債務負担行為の補正をご審議願い

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。第 1 条繰越明許費の補正の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、第 1 条の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 2 条債務負担行為の補正の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、第 2 条の質疑を終わります。 

これより 議案第 9 号を採決いたします。 

本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）   御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 14、議案第 10 号令和 5 年度釜石大槌地区行政事務組合会計予算

を議題といたします。 

お諮りいたします。 

審議の方法は、第 1 条歳入歳出予算は、歳入を一括、歳出は款ごとに、続いて、第 2 条地方債、

第 3 条一時借入金、第 4 条歳出予算の流用をご審議願いたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 
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○議長（千葉 榮君）   御異議なしと認めます。 

 

○議長（千葉 榮君）  これより、歳入の審議に入ります。 

  歳入の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上をもって、歳入の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  次に、歳出の審議に入ります。 

  第 1 款議会費の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 1 款議会費の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 2 款総務費の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 2 款総務費の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 4 款衛生費の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 4 款衛生費の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 5 款消防費の質疑を許します。 

  1 番、菊池忠彦さん。 

 

○1 番(菊池 忠彦君)  18 ページ高規格救急自動車購入費に関連して伺いたいと思いますが、全

国の救急搬送数は年々増加の一途をたどっています。釜石大槌地区においても例外ではなく、先

ほど管理者の報告にもありましたように、令和 4 年度の救急業務の出動件数は前年度より 52 件

増加しているということでございます。 

  令和 3 年度が前年度より、やはり 99 件増加なので、確実に増加しているとみて取れるわけで

すが、そこで救急業務に関してお伺いします。 

  釜石大槌地区は震災後新たに住宅地が整備されたり、また道路改良事業なども行われて、救急

車の進入も震災前に比べればだいぶ改善されてきました。 

  とはいえ、昔ながらの丘陵地や道路狭隘地域いわゆる狭い所は相当あるわけであって、こうい

った道路事情が救急車の到着に支障をきたすことがあるわけでございます。この課題に対し現在

どのような取り組みをされているのかお伺いします。 

 

○議長（千葉 榮君）  消防長。 

 

○消防長(大丸 広美君)  それではお答えいたします。議員おっしゃるとおり、各地域で狭い場

所等々が結構あるわけですが、そこの所では救急活動に関しては非常に難しい部分がございます

ので、当消防本部では、ポンプも一緒に出して人海戦術をもって対応しているところでございま

す。 

 

○議長（千葉 榮君）  菊池忠彦さん。 

 

○1 番(菊池 忠彦君)  私も一般質問等々で、こういった問題を取り上げるにあたって色々調査

していく中で、全国を見ると軽ワゴン車をベースにした軽救急車を配備している自治体も全国に

はあるということなのですが、これによって丘陵地や道路狭隘地域での現場到着時間の短縮が期

待出来て、重篤の傷病者への早期の救命処置の実施が可能になると考えられるわけでございます。

この辺の議論は、私は早期にしておくべきと考えますがその辺の認識はいかがでしょうか。 
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○議長（千葉 榮君）  消防課長。 

 

○消防課長(菊池 俊君)  議員おっしゃったとおり、全国的に救急車の規模を小さくして狭隘な

道を通行して、いち早く目的地に到着する運用している所があるのは、いくつか耳にしたことが

あります。ところが、傷病者が複数いる場合や、患者さんを収容して病院に向かう際の車内での

活動を考え、現在私共ではトヨタのハイエースという車種を５台配備しております。 

立つことができる車内で、交通事故や出血や嘔吐など色々な症状の患者さんを、隊長と隊員で

病院まで処置をしながら搬送するわけですので、狭すぎると処置という面で色々な機材を使って

観察をしたり、処置をしながら病院へ向かうわけですので、スペースが確保されていて狭隘な道

も行けるという、どちらも有効な大きさの車両はあると思いますので、今後、釜石大槌管内も山

地の狭い道路が多いですので、そういった高規格自動車という規格の中での活動と、狭い道路を

通って現場に到着する車両も考えれば、規格外の救急車の導入も将来的には考えていくところで

はないかと思います。 

  

○議長（千葉 榮君）  菊池忠彦さん。 

 

○1 番(菊池 忠彦君)  今の答弁を聞きますと、前向きに今後は検討していくんだという風に認

識しました。当然高齢者の増加に伴って、救急自動車の出動件数も増加すると考えられますが、

全ての狭隘地域の道路改良事業に着手できるのかといったら、財政上困難な話なのでケースバイ

ケースで使うべきと思いますし、高規格救急自動車を親車とすれば、軽救急車を中継という形で

使い分けるというのもありかと思います。 

 いずれにしても、今後も出動件数が増えるということに関して、こうした狭隘地域に対する対

策は早期に取っていくべきと思っております。 

  ご答弁はよろしいので私の一つの意見として聞いていただければと思います。以上です。 

 

○議長（千葉 榮君）  4 番、三浦一泰さん。 

 

○4 番(三浦 一泰君)  予算書の 17 ページ、高規格救急自動車購入事業について質問させていた

だきます。救急搬送についてでありますけども、県立釜石病院では産婦人科の分娩業務が休止さ

れるなど診療科が少なくなっております。そのため、県立大船渡病院へ搬送が増えていると思い

ますが、どのような状況になっているのか課題等をお伺いします。 

 

○議長（千葉 榮君）  消防課長。 

 

○消防課長(菊池 俊君)  県立釜石病院での分娩の取扱いができなくなったというところで、県

立大船渡病院の産婦人科の先生が、週に 1 度県立釜石病院の外来に行って診察してくださってい

るところです。 

分娩の休止ということで、救急車の入電が入った場合は、妊産婦さんの場合は救急車 2 台で出

動して、分娩を取り扱う場合と、妊産婦さんの症状に合わせた救急隊活動をするという要領を作

成して、大船渡病院の先生と釜石病院の先生と協議しながら現在活動しているところです。 

 

○議長（千葉 榮君）  三浦一泰さん。 

 

○4 番(三浦 一泰君)  その他にも搬送していて課題等もあるかと思いますが、搬送されている

方の命を守るのが第一で、搬送する時は安全が求められているということを考えるところであり

ますが、救急隊の負荷軽減というところも今後考えていかなければならないと考えます。 

 そこで質問いたしますが、昨年の岩手日報に、救急現場進むデジタル化と記事が掲載になって

いました。 

 そこには２つほど紹介されていまして、救急医療の現場で撮影された映像を消防や病院と共有

し、迅速な搬送に繋げるデジタル化の検証や導入が進んでいると書いてありました。 
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  宮崎県都城市消防局は、昨年 5 月、全国で初めて救急救命士が出動の際に AR グラスを装着し

現場を撮影しながら処置にあたる実証を行ったそうです。 

ちなみに AR グラスとは Web 会議システムと繋がり、現場の様子を医師や消防局にリアルタイ

ムで送って映像やメッセージを介してやり取りする仕組みのことであります。救命士が高度な処

置を行うときには、医師の指示が必要となりますが、AR グラスを使うことで、より具体的な指示

を受けることができるそうです。AR グラスの導入を検討してはどうかと思いますが考えをお伺い

します。 

２つ目ですが、119 番通報者の現場の映像をリアルタイムで送ってもらう、ライブ 119 を導入

する消防署も各地で増えていると聞いています。 

福岡市消防局では、昨年 9 月に導入されたようです。送られた映像で現場の状況を事前に把握

することができて、活動方針が素早くできるそうです。 

ある交通事故現場では、市民からの映像で確認し、消防隊の配置に生かしているそうです。映

像を基に心肺蘇生などの応急処置の方法を指導することもあるそうです。 

このライブ 119 の導入を検討してはどうかと思いますが考えをお伺いします。 

 

○議長（千葉 榮君）  消防課長。 

 

○消防課長(菊池 俊君)  まずは AR グラスの動画を消防局のセンターだったり病院に送るとい

うシステムについてお話しさせていただきます。 

議員おっしゃるとおり新聞に掲載になり、実証されているところだと思います。テレビドラマ

等で、ドクターカーやドクターヘリで、ヘルメットや着衣にカメラを付けて、その映像を救命セ

ンターに送って処置や活動の指示をするシステムだと思います。 

そういったデジタル化について我々も勉強しながら、効果的なものか、システムの費用、病院

とのやりとり、センターとの連携等を考えながら、今の救命士、救急隊がより良い活動を進める

ために考えていくべきだと思います。 

 

○議長（千葉 榮君）  総務課長。 

 

○総務課長(澤田 正君)  私のほうからはライブ 119 についてご説明いたします。ライブ 119 と

は、緊急通報時における音声・映像情報を通報現場と消防指令センターの間で共有することを目

的に開発された通報システムでございます。 

現在全国で 723 消防本部のうち 65 消防本部が導入しております。県内消防本部はまだ未導入

でございます。 

通報者が撮影する映像から通報現場の詳しい状況、傷病者や火災の様子を確認し、音声による

119 番通報だけでは把握の難しい視覚的な情報をリアルタイムで収集することができることから、

今後の県内消防本部の導入状況も踏まえて検討を進めてまいります。 

 

○議長（千葉 榮君）  三浦一泰さん。 

 

○4 番(三浦 一泰君)  ぜひ検討して進めてもらえればと思います。 

次の質問ですけども、総務省消防庁とタイヤ大手ブリヂストンが、パンクしても走行できる救

急専用のスタットレスタイヤを開発したという報道がなされています。 

出動前にパンクしても傷病者を病院などに搬送することを想定して実証実験して、パンクして

から時速 40 ㎞で 50 ㎞の距離を走行できることを確認しているそうです。 

地震や土砂崩れといった災害では、道路の陥没や瓦礫などでタイヤがパンクするリスクが高く

なりますし、このような状況が想定されるわけでございます。 

従いまして災害に強いこのタイヤの導入を考えてはいかがかと思いますが、考えをお伺いしま

す。 

 

○議長（千葉 榮君）  総務課長。 
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○総務課長(澤田 正君)  只今の救急車のパンク対応タイヤについての質問にお答えいたします。 

当消防本部でも昨年の 10 月 28 日に、総務省消防庁が発表したブリヂストンとの共同による救

急車のパンク対応タイヤの実証実験完了と社会実装可能な技術であることの発表について把握を

しておりました。 

この技術は一部の乗用車用として実用化はしておりますが、車両重量が重い救急車用としての

社会実装可能な技術とされたことは心強く感じております。 

今後の実用化と県内消防本部の導入状況も踏まえて検討を進めてまいります。 

 

 

○議長（千葉 榮君）  その他ございませんか。第 5 款消防費の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 6 款、公債費の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 6 款、公債費の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 8 款、予備費の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 8 款、予備費の質疑を終わります。 

 以上で、歳出の質疑を終わり、第 1 条の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 2 条、地方債の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、第 2 条の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 3 条、一時借入金の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、第 3 条の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  第 4 条、歳出予算の流用の質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、第 4 条の質疑を終わります。 

 

○議長（千葉 榮君）  これより、議案第 10 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案を原案のとおり決することに、御異議ありませんか。 

 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  日程第 15、議案第 11 号岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更に関し議決を求めることについて

を議題といたします。 

 これより質疑を許します。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上で、質疑を終わります。 

  これより 議案第 11 号を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに御異議ありませんか。 
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（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

 

○議長（千葉 榮君）  御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

○議長（千葉 榮君）  以上をもって、本日の会議の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもって、本日の会議を閉じ、令和 5 年 2 月釜石大槌地区行政事務組合議会定例会を閉

会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

 

 

 

               午後 2 時 46 分閉会 
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上記のとおり相違ないことを認め、ここに署名する。 

 

 

 

 

        釜石大槌地区行政事務組合 

 

 

 

 

議会議長   千 葉   榮 
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